
レインボーバスのあり方検討分科会の進捗状況について

• レインボーバスとは？
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令和３年度 第１回

富田林市交通会議 資料６
市役所や市内の主な公共施設を巡回するコミュニティバス
として、富田林駅前～金剛連絡所間を運行。市民の移動手
段を確保し、さらなる社会参加の促進を目指す。

運行日：年末年始を除く毎日
便数：1日8便
運賃：1回大人100円（小児50円）

• 最近の取組み
 令和元年7月 新型車両（小型）の購入
 令和元年11月 SDGsつり革の設置
 令和2年1月 利用者等へのアンケート調査の実施
 令和2年5月 緊急事態宣言により、土・日・祝日を運休
 令和3年5～6月 緊急事態宣言により、土・日・祝日を運休



レインボーバスのあり方検討分科会の進捗状況について

• レインボーバスの課題について
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• レインボーバスは、南海バス、近鉄バスの路線バスのルートと輻輳する区間が多く、また、レ
インボーバスは運賃が１００円であり、路線バス運賃と比較すると半額以下の設定になっている
ため、路線バスの衰退を招く恐れがある。

• 特に、新型コロナウイルス感染症の影響により、さらに公共交通全体の利用者が激減している。
• 公共施設の巡回バスの位置づけもあるが、巡回されていない公共施設も存在する。
• 収支率（運行経費ー運賃収入）が２０％以下（令和2年度）であり、その差額は市補助金をバス
会社に支出している。

• 特定の地域しか運行しておらず、全ての市民が利用できる運行ルートになっていない可能性。

さらに

近畿運輸局との「地域連携サポートプラン」協定に基づく「提案書」
において、「レインボーバスについて、既存路線バスと重複するルー
トの見直しや、路線バスと重複する区間は運賃の統一化を図る等、既
存路線バスに影響を与えないよう見直しを検討する。」とあることか
ら、これらの解決に向けた検討は、早急に行うべきと考える。



• 利用者の声

令和2年1月、レインボーバス利用者、駅前、公共施設利用者等を対象にアンケート調査を実施
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 運行されていない地域にも運行してほしい
 レインボーバスのルート、便数を充実してほしい
 路線バスとの重複するルートを見直してほしい
 レインボーバス車内環境を向上させてほしい

 9割以上の回答者は、地域公共交通を大切に考えている。
 市の財源を交通不便地域対策や路線バスの維持に活用することを望まれている。
 自分でできることとして「日頃から公共交通を利用すること」が最も多い。

 交通不便地域への公共交通の充実
 富田林駅⇔金剛駅間の地域公共交通の必要性
 高齢者や免許返納者などに対する割引等の対策
 病院送迎バスの利活用…など

また、アンケート調査票を配布する中で、リピーター（繰り返し利用する人）が多いこともわかった。

レインボーバスのあり方検討分科会の進捗状況について



レインボーバスのあり方検討分科会の進捗状況について

•レインボーバスの利用状況について
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前年度比で
約3割減少

新型コロナの影響により利用者が激減、さらに、コロナ禍である今年度も利用者数は回復していない状況

アンケートを実施した頃とは状況が変わっている

最近の状況について

・新型コロナ感染拡大前（令和元年）
毎月の利用者数：約５,０００人

・コロナ禍（令和３年）
毎月の利用者数：約３,０００人



レインボーバスのあり方検討分科会の進捗状況について

• 分科会の設置について
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• 課題や利用者のアンケートの結果を踏まえて、レインボーバスのあり方について、関係する交
通事業者や市民の代表者等と具体的な議論を重ねて決定する必要があることから、「富田林市交
通会議」に専門の分科会を設置することとなった。

令和2年11月 レインボーバスのあり方検討分科会設置

構成員：学識経験者・近畿運輸
局・市民代表・バス事業者



レインボーバスのあり方検討分科会の進捗状況について

• 分科会の今後について
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しかし

コロナ禍により分科会で検討
できない状況に…

緊急事態宣言の解除により
検討を開始

理由
• 緊急事態宣言下では、レインボーバスの利用状況を把握することが困難。
• コロナ終息後の公共交通の実情が現状では見通せない。



レインボーバスのあり方検討分科会の進捗状況について

• 分科会の今後の進め方ついて
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分科会開催分科会開催

・令和３年１２月頃開催予定
・レインボーバスの課題を共有
・分科会委員から意見聴取
⇒会議状況を交通会議に報告

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

スケジュール及び進め方に
ついては予定ですので、変
更される場合があります。

分科会委員の皆さま、ご協力をお願いい
たします。

進め方の一例
第1回：令和3年12月ごろ 課題抽出及び意見聴取
第2回：令和4年 2月ごろ 方向性の検討
第3回：令和4年度前半 ルート案の選定
第4回：令和4年度半ば 利用促進策の検討


